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１．伊勢神宮は日本の伝統か
　　　　　　　　　　　　　　　栗田英昭（多摩ニュータウン永山伝道所牧師）
　今年（2016年）、首相は、伊勢神宮参拝後の記者会見において、三重県志摩市の会場で予定されている主要国首脳会議の開催に触れ、「せっかくの機会なので、伊勢神宮をはじめ日本の伝統や文化、美しい自然を存分に味わっていただきたい」と述べた。ここで語られている日本の伝統や文化とはどのようなことをさしているのであろうか。

伊勢神宮のホームページに、伊勢神宮は「2000年の歴史を有し、内宮外宮をはじめ125の宮社(別宮、摂社、末社、所管社)からなる日本人の心のふるさとである。天皇の祖先神である天照大神が内宮に鎮座したのは、垂仁天皇（11代）の26年の時、外宮の豊受大神が鎮座したのは、雄略天皇（21代）の22年であった」と書かれている。しかし、歴史的に言えば、天皇と伊勢神宮の関係は密接ではない。むしろ応神天皇（15代）が八幡神とみなされていたということから判るように、天皇は八幡神社との関係の方が密接であった。また、江戸時代まで天照大神は、神仏習合や密教の影響を受けて、観音菩薩とも大日如来とも見做されていた。伊勢神宮に密教が浸透していたことを如実に伝えるものとしては、南北朝時代の両宮曼荼羅（正暦寺所蔵）がある。そこには内宮、外宮図ともに四隅に仏教を守護する四天王が描かれている。外宮の東南には雲に乗った僧侶の姿が描かれ、「弘法大師」という文字が書き込まれている。また江戸時代の伊勢神宮参詣曼陀羅の中には、世義寺、金剛證寺、僧侶、山伏が描かれているものがある。江戸時代の民衆にとって、そのような伝統を持った伊勢神宮は御利益を願う場所であり、農民は農業の神として、武士は戦の神として、商人は商業の神として、それぞれ神宮に祈願をささげた。また、物見遊山の場所でもあった。

しかし明治維新以降、伊勢神宮は、政府によって今までの伝統とは異なる存在として強力に造り変えられていった。明治維新は、明治天皇（122代）による伊勢神宮参拝から始まったが、天皇自ら伊勢神宮に参拝するのは、持統天皇（41代，天智天皇皇女）以来の画期的な出来事だった。明治天皇の伊勢神宮参拝の意図は、神宮に祀られた天照大神と明治天皇を結びつけると同時に、明治天皇を「初代」神武になぞらえる目的があった。また外国勢力に対抗するための日本の機軸としての天皇制と神社を密接に結びつけた国家神道を繁栄させるため、廃仏毀釈によって神仏は分離させられ、仏教もキリスト教も排斥の対象とされた。同時に、数ある神社も伊勢神宮の下に序列が付けられた。明治政府の執った廃仏毀釈の制度は、長い歴史によって形成されてきた伊勢神宮の社殿配置、社殿建築、神域、性格などの姿を全く変えてしまった。明治２年２月には天皇行幸にあたって参道にある仏閣仏像の取り払いが命じられた。当時宇治山田での廃寺は浄土宗79ヶ寺、禅宗60余ヶ寺、真言天台10余ヶ寺にのぼった。還俗した僧侶たちは、砲兵として採用され、神域の警備にあたることとなった。また神宮も改革され、神宮内の不用の建物も撤去された。

明治になって式年遷宮が二回行われた（明治2年と22年）が、明治2年のそれは幕末のうちに準備されていたので、明治22年の第56回式年遷宮こそ、明治政府による式年遷宮であった。その年の2月11日、初代天皇とされる神武天皇の「即位日」（明治6年に制定）と定められた紀元節に、天皇の命によって大日本帝国憲法が発布された。またこの年には、皇室に関する行事が集中している。それは伊勢神宮の式年遷宮を、明治国家形成の中核事業と位置づけるためであった。

戦前・戦時下において、天皇の祖先とされる天照大神を祀る伊勢神宮は、靖国神社とともに、全国民に対して天皇を神として参拝させ、天皇の命令によって行う戦争に命をささげることを最高の善であると教化するために主要な役割を担った。すなわち、伊勢神宮は国家神道の中心的施設となり、戦争するための精神的支柱となり、さらに、天皇の神格化の拠り所となった。伊勢神宮は、現在においても、全国の8万社の神社の頂点として位置付けられている神社本庁の本宗とされる神社であり、一宗教法人でありながら、天皇信仰の中心施設であり、神社神道の中でも特別視されている。

伊勢神宮は、長い歴史の中、神仏習合の形をとりながら築き上げられてきた伝統を持つものであり、民衆にとっては「お伊勢さん」と呼ばれていた物見遊山の場でもあった。それが明治政府によって、政治的に天皇信仰と結びつけられ、「皇祖神を祀る侵しがたい場所」とされたのである。現在の伊勢神宮は日本の伝統を引き継いでいると言えるのであろうか。国家神道の本宗となった伊勢神宮は、廃仏毀釈により神仏習合の伝統を分離させられ、希薄であった天皇との関係を密接にされ、天皇を機軸とし、国民を統合し、総動員して行くために明治政府によって造り上げられた神社である。
２．信仰のこと、この世にかかわること
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　川越弘（沖縄伝道所牧師）
　教会の目的は、神の国の建設です。神はこの世界を無から創造され摂理をもって統治しておられ、ご自分の主権と王権を保持するために、救済の計画を実施して完成なさいます。真の王による神の支配は、キリストによってご自分の義なる審判を執行されるために、教会を手段として用いられます。この神の統治は、この世の組織とは異なる神の法による統治です。
　そんな中で、神は教会に所属する信仰者を単なる文化の形成者や社会の奉仕者にさせないで、一般の人間とは別の生き方をさせます。天皇制問題や靖国問題や平和問題や人権問題や沖縄の基地問題は大いに解決されねばならないのですが、この世の運動の論理で包含されてはならないのです。むしろ、キリストの証人としてキリストに倣って生きることです。この世にある問題の論点と論理性を正確に深く把握しておきながらも、基盤においては、神の言葉をもって応えて生きることです。

　この信仰の闘いは、結果として世を回復することになりますが、この世とは別な群れ、キリストの民としてこの世の課題と取り組むことです。この世においてキリストに腰を据えて生きるならば、人々が叫び求めている問題を避けてはならないと思います。むしろ、積極的にこの世の中に入って、地上の土着の問題や今日的な問題と闘うことです。それでも、この世を変革することではありません。キリストに服従することです。このことが、この世においては真の治癒と改善となるからです。ここから、自由権と基本的人権と平和主義をこの世界に基礎付けるきっかけを与えるのですが、これらは、キリストに服従する時に与えられる残滓です。
　神の民はこの世の利害を何一つ求めないのです。権力の上では丸裸です。キリストの十字架と復活以外に慰めと希望を持たないからこそ、この世の悪と闘い、真実を語る強さと説得力を持つのです。教会が聖霊と御言葉に満ちるとき、周辺の世界が祝福を受けるからです。
　こうして｢信仰義認と聖化｣の神の出来事が、この世に適用されるのです。信仰は受け身ですが、地上で受け取る場合「キリストの服従を成し遂げた者」としての積極的な自発性を、神から与えられるのです。キリストの義を私たちの義として換算してくださり、私たちの時間と歴史の中で適用して下さるからです。そこから歴史の中の自分の位置を知るのです。
　しかし、教会とこの世とのバランスの乱れは、容易に起こり得ます。両者の分離に至るか、さもなくば癒着に陥ります。私たちは、その危険を見抜き、それを避けながら、この世界のただ中で前向きにこの世の悪と闘う自由さが必要です。神の民の働きは、この世の中に溶け込んで世俗の論理の中で崩壊すべきではなく、この世に流されて溺れないようにしなければなりません。神を切り離すと、近代的人間主義に陥るからです。
　この場合、神とこの世との弁証法的関係が必要です。その規範はキリストにあります。「真の神であり真の人である」イエス・キリストは、「神性と人性が混同されなく結ばれて」おります。「分離されることなく区別され、区別されるが両者互いに切り離れない」お方の行動です。真の神であるからこそ、私たち以上の真の人間性を保っておられます。罪のないお方ですが、私たち人間の罪による禍いをご自分の中に受け入れて、「神と和解させ、敵意を十字架にかけて滅ぼされ」（エペソ2：16）ました。

　こうして私たちがキリストにあって生きる時、すなわちキリスト倣う（真似る・なぞる）時、隣人の悲しみと苦しみと痛みをご自分のものとして受け入れることが求められるのです。神性と人性が混同されることなく結合されているお方に従うからこそ、この世の人間世界に溶け込むのではなく、そこから分離して神に所属するキリストの証人として闘うのです。
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